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実習期間：２０１１年５月４日～３０日（４週間）
実習先：ドイツ Ruhr 大学附属 Marienhospital-Herne，産婦人科
１．はじめに
この度私はドイツにて１ヶ月の臨床実習を行ってきました。このような機会が与えていただけたことは本
当に幸運だったと思いますし，言葉の通じない国での１ヶ月の生活は苦労もありましたがとてもよい経験と
なりました。臨床的な経験を多くつめた訳ではありませんが，この報告書を通じて私の経験が今後海外実習
を希望される方のお役に少しでも立てばと幸いです。
２．海外実習を希望した理由
３年生の時に海外にて臨床実習を行った先輩方の報告会に参加し，働き出してから臨床で海外に留学する
のは大変だと聞いていましたが，学生の間に海外で臨床実習を行うことができると知り，ぜひ私も行ってみ
たいと思っていました。もともと好奇心旺盛な性格で，これまでも旅行でいろいろな国を訪れていました
が，アカデミックな目的で訪れたことはなく，また一つの場所に長くとどまって生活することは今までの旅
行とは違って，もっとどっぷりと異文化に触れることができ，多くのものを見て感じるいいチャンスになる
と確信していました。私は優秀な学生ではありませんし，英語力も日常会話はなんとかできるけれども討論
となるとなかなか言いたいことを伝えるのは困難というレベルで，もちろん医学英語の勉強もしてこなかっ
たので不安がなかったわけではありませんが，とにかく恥さらしでもなんでも行ってみたいという好奇心の
方が強く，何が何でもこの機会を利用しようと思っていました。たまたまドイツのルール大学の病理の教授
と知り合いで，その方にお願いしたところ快く私の留学をコーディネートして下さるという話になり，ドイ
ツへの留学を決めました。このような経緯なのでドイツ語が話せるから，またどうしてもドイツに行きたい
からという理由でドイツに決めたわけではありませんが，記憶にないほど小さい頃にドイツに住んでいた経
験がありなんとなくドイツに対する思い入れはあったので，留学が正式に決まったときは本当に嬉しかった
です。
３．実習までの準備
４年生の秋にルール大学の先生に留学についてのお願いをしましたが，正式に留学が決まったのは５年生
の１２月でした。英語で履歴書，志望動機書，留学に関する誓約書を提出し，実習希望先を先方に伝えました。
言葉が分からない国に行くので，内科系だと外来を見学させてもらってもカンファに参加しても正直わから
なくて面白くないのではないかと思ったので，見て分かる外科系を希望しました。将来産婦人科医になりた
いと思っていたので産婦人科を第一希望にしたところ，ルール大学の附属病院の１つである Marienhospital
-Herne の婦人科の教授が私を受け入れて下さることになりました。３月には滞在する学生寮が決まり，航
空券も購入しました。ルール大学の４年生の学生さんで将来日本に留学したいと思っているクリストファー
君がメールでいろいろと教えてくれて準備を手伝ってくれたのでとても助かりました。１２月に正式に留学が
決まってから，医学英語と産婦人科についてしっかり勉強していこうと思っていたのですが，実習の忙しさ
やらなにやらで手をつけることが出来ず，春休みに入ってから「１００cases in Obstetrics and Gynecology」
と「医者のたまごの英語４０日間トレーニングブック」をはじめ，出国する前になんとか終わらせました。他
にも英語で診療，日常会話の本をパラパラと読んだり，海外の友人たちと英語でやりとりをして英語に触れ
るように心がけていました。ドイツ語も勉強しようかと思っていたのですがそんなに余裕はなく，中途半端
にドイツ語を勉強するよりもしっかり英語をやっていった方が良いと思い，英語のみに集中するようになり
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ました。
４．実習について
Marienhospital-Herne はルール大学の４つの附属病院のうち一番小さい病院で，ルール大学のある
Bochum 市内ではなく，隣町の Herne 市にあります。Herne 市は人口約１６万人の緑の多いとても静かな町
で Marienhospital は Herne 市の中核病院でした。滞在していた学生寮は大学のキャンパスのすぐ近くだっ
たので，毎朝地下鉄に乗って４０分ほどかけて通っていました。産婦人科の Dr は９人（女性２人），患者さ
んは産科病棟に平均８人，婦人科病棟に１５人ほどの婦人科が強い病院で，NICU はなくハイリスク分娩は
ルール大学の他の附属病院にお願いしていました。外来患者さんもすべてクリニックからの紹介で初診患者
さんは診ないとのことでした。
事前に教授とメールでやりとりをし，私が日本人であること，ドイツ語が話せないことを伝えてあったの
ですが，いざ初日に病院に行ってみると他のスタッフは私のことを把握していない様子で，教授に挨拶をし
ても「どこから来たの？どのくらいいるの？ドイツ語は話せるの？」と聞かれる始末で，全く歓迎されてい
ませんでした。ドイツ語が話せないと伝えると本当に困った様子で，この言葉の分からないアジア人の学生
をどう扱ったらいいかわからず悩んでいるようでした。他の Dr もそんなに英語を上手に話せないか，もし
くは話せるのに使ってくれませんでした。田舎の小さな病院だったせいというのもあるのでしょうが，秘書
さんも病院事務の人も英語が話せず，書類に不備があって手続きをしなおさなければならなかったのですが
話が全く通じず，若い看護師さんや助産師さんで英語を話せる人が協力的だったのが救いでしたが，とにか
く初日は言葉の壁と完全に場違いなところに来てしまったこととでひどく疲れ，落ち込んだのを覚えていま
す。
ドイツの医学部は６年制で，１・２年生はキャンパスの講義室にて基礎系の勉強をし，２年の終わりに全
国共通試験があり，それをクリアした人（３割くらいはここで脱落）たちが３年から５年まで５，６人のグ
ループに分かれて病院実習をしながら臨床の勉強をし，６年生は日本でいう研修医として病棟で実習をしま
す。私がいた Marienhospital-Herne の産婦人科はちょうど４年生の学生さんがまわってくる科で，毎週違
う班の学生さんが週に３日病棟に来ていました。私の実習第２日目は朝から学生さんがいて，彼女たちは私
にとても親切で一緒にレクチャーを受けたりお昼を食べたりして，初日とは打って変わって楽しくて安心し
ました。もちろん回診もレクチャーもドイツ語なので何も分からなかったのですが，一人英語が上手な子が
いたので彼女が通訳してくれたので助かりました。ドイツの学生さんたちはとても積極的で，回診でもレク
チャーでも分からないことがあればすぐに質問をし，受身の実習ではありませんでした。何を話しているの
かわかりませんでしたが，学生さんたちの学習の姿勢をみているだけでもとても勉強になりました。このよ
うに学生さんがいる日はよかったのですが，いない日は私一人で，質問したいことがあってもいつ聞いてい
いのかわからなくて聞けず，聞いても通じなかったのか聞きたい答えが返ってこないなどストレスフルな時
間を過ごしていました。実習２週目に入ると，この言葉がわからないアジア人の学生にはとにかく手術を見
せればいいだろうと先生方が思ったようで，朝回診の途中で「オペあるけど見に来るか？」と聞かれ，毎朝
回診を途中で切り上げオペ室に行って見学していました。オペ室の入口は認証式で誰かと一緒でないと入れ
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なかったので一度入ったら抜けることが出来ず，お昼も食べることが出来ずに過ごしていましたが，婦人科
のオペ（乳癌も）をたくさん見ることが出来，術野にも何度も入れてもらえとてもいい経験となりました。
私がこの病院にいる唯一のアジア人だったようで，オペ室の人たちはとても興味津津で構ってくれたのが嬉
しかったです。オペ室には大きな窓があり，そこから見える５月の新緑がとても清々しく，一日中オペ室に
いてもそんなに窮屈には感じませんでした。分娩も２件見ることが出来，実習内容は１週目よりも充実して
きましたが，それでもまだ積極的になりきれない自分が嫌でつらくて，早く日本に帰りたいと思っていまし
た。このままで終わりたくはなかったので，とにかく毎朝７：３０の朝カンファ・回診には遅れずに行くこ
と，挨拶をしっかりすること，わからなくても先生が話しているときは目を見てしっかり聞くこと，検査・
外来などにも積極的に参加させてもらうことを心がけるようにしました。努力の甲斐あってか次第に先生や
秘書さんたちの態度が変わり，向こうからオペの説明をしてくれたり，検査するけど見に来るか，などと声
をかけてもらえるようになりました。レクチャーでは「私と目があったら英語で説明してあげなければなら
ないのではないか」という思いに駆られるのか，なかなか目を合わせてももらえませんでしたが，モデルを
使っての内診実習やエコー・内視鏡実習ではいろいろとやらせてもらえてよかったです。
３週目の学生さんたちが素晴らしく好意的で，２週目
までの不安が吹っ飛び，病院に行くのが楽しみになりま
した。毎日午後に学生さんが入院患者さんの病歴を取り
に行ってそれを教授の前でプレゼンするのですが，今ま
ではただ見ているだけだったのですが，３週目の学生さ
んが君もやってみたら？と，取り終わった病歴を事細か
に英語で説明してくれて，私に英語でプレゼンする機会
を与えてくれました。非常に緊張しましたがそこから少
し度胸がついて，週の終りの学生のまとめでもとある疾
患について英語でプレゼンさせてもらうなど受身の実習
を抜け出せたように思います。３週目からはギリシャと
チェコからの留学生も一緒で，ドイツ語が流暢な彼女た
ちが何でも助けてくれ，お互いの国の事情なども話し合い本当に有意義な時間となりました。先生方もドイ
ツ語が話せる彼女たちにはいろいろ教えてくれるので，それを通訳してもらっていました。３，４週目は
あっという間に過ぎ，やっと慣れた頃に帰国だったのが残念でしたが，正直４週間同じところにいて，特に
臨床的なことができたわけでもなかったので，それ以上長く居ても得られるものはなかったかなと思いま
す。
医療レベルに関して言えば，ドイツと日本に大きな差はないように感じましたが，たまたま私が行ったと
ころがそうだっただけかもしれませんが，パターナリズムがまだ残っているようでした。毎朝教授回診があ
り，１５人ほどで患者さんのところに行くのは患者さんにとってストレスだと思いましたし，仕切りのない３
人部屋で他の患者さんもいるのに癌の告知をするなどいろいろと衝撃でした。また，看護師は患者さんに針
を刺すことが出来ないなど制限が多く，その代わり３年生以上の学生はなんでもできるので雑用としていろ
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いろやらされていました。学生でもスタッフや患者さんに頼られ堂々としている姿がとてもいいなと思いま
したが，やる気のない学生は出来る限りさぼっていて，日本と同じで安心しました。ヨーロッパで医師免許
をとれば，ヨーロッパ内であればだいたいどこの国でも医師として働けるようで，実際に働いている Dr も
ドイツ人ばかりではなく，また将来ドイツで働きたいからドイツに留学しているという学生もいて，留学期
間がちゃんと自分の大学で単位認定されるとのことでした。アジアでは考えられないことなのでうらやまし
いなと思うと同時に，島国日本と陸続きで民族・文化・習慣の入り混じっているヨーロッパの違いを感じま
した。
４週間の実習で臨床の知識・技術のレベルは上がりませんでしたが，見て聞いて感じて得られるものはめ
いっぱい得られたように思います。
５．その他
実習に関しては辛い思いをしたことをたくさん書き綴ってきましたが，プライベートでは友達もたくさん
増え，大充実でした。出国前から私のお世話をしてくれていたクリストファー君の実家に泊めてもらった
り，実習で一緒だった学生さんのお誕生日会に招待してもらったり，サッカー部の練習に参加したり，大学
の日本語の授業に参加したり，休日は留学をコーディネートして下さった教授一家に観光に連れて行っても
らったり，留学生のパーティーに参加したりと，ここには書きつくせないほどの経験と，たくさんの良い出
会いに恵まれたと思います。名前も覚えられなかった人がほとんどですが，一緒に過ごしたちょっとした時
間とエピソード全てが大切な思い出です。寮の部屋はバス・トイレ・キッチン・ネット環境ありのワンルー
ムで，初めは頼る人もいなくて孤独にさいなまれていましたが，自炊もしたりそれなりに快適に過ごせまし
た。食事に関しては，病院の食堂で学生は無料で食べることが出来，朝カンファ・回診が終わった後に朝ご
はんの時間があったので，朝・昼と病院でしっかりとした食事を食べていました。日本食を口にすることは
ほとんどありませんでしたが特に困ることはなかったです。ドイツは日曜日にお店が全て閉まってしまうの
で，日曜日に街に買い物に出ても閑散とした街並みを見るだけだったのが残念でしたが，１ヶ月の滞在にし
ては本当に多くのことを経験でき，視野を広げることが出来たと思います。
６．留学にかかった費用
航空券＋旅行保険 約１２万円
宿泊費（寮） ２６５ユーロ
地下鉄定期代 ６６ユーロ
その他 食費，観光，おみやげ代
７．さいごに
長くなってしまった上に報告書というよりは体験談になってしましましたが，私がこの留学で経験したこ
と，感じたもの，得たことを少しでも伝えることができていたらと思います。出国前に過去の先輩方の報告
書を読んで，ほとんどの方が行って本当によかった，とても勉強になった，できるならもう一度行きたいと
書いていたので，私もきっとそう思えるだろうと思って出国しましたが，残念ながら楽しいだけではなかっ
たです。けれどもそれが逆によかったなと思います。もう一度行きたいかと言えば，言葉がわかるなら行き
たいです。そして次に行くなら，もっと明確な目的をもってそれを達成するために行かなければただ時間を
持て余すだけになってしまうなと思います。留学をコーディネートして下さったルール大学の教授は，「学
生の留学に知識や技術の向上は期待していない，出来ないことわからないことだらけなのが当たり前だから
出来るだけ長い時間病棟にいて Dr と過ごして，目で見て感じられること，自分の国との違いなどをたくさ
ん学んでほしい」とおっしゃっていましたが，本当にその通りだと思います。あまり難しく考えずに，少し
でも行ってみたいという気持ちがある方は，勇気を出して飛び込んでみるといいと思います。良くも悪くも
そこで経験したことは全て自分を大きく成長させてくれるのではないでしょうか。私自信が不安と緊張とそ
して期待いっぱいで Bochum 駅に降り立ったときのワクワク感をぜひみなさんにも味わっていただきたい
なと思います。
最後になりましたが，このような素晴らしい機会を与えて下さった山城先生，Prof. Guzman, Prof.
Tempfer, Prof. Schafer，ドイツで出会った友人，大学の友人，家族に心から感謝いたします。
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